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平成　年　月　日
越前市農地・水環境対策協議会
会長　細井　清治　様
                                                   活動組織代表者　印
共同活動支援交付金に係る体制整備構想（案）の届出書
　体制整備構想（案）を作成したので、農地・水・環境保全向上対策実施要領（平成 19年３月30日付け18農振第1778号生産局長、農村振興局長通知)の第４の３の(３)のアに基づき、下記関係書類を添えて届け出る。
記
　１．■■活動組織　体制整備構想（案）
（添付様式６）
■■活動組織　体制整備構想（案）
１．共同活動の現状
　（１）　活動組織の構成員の役割分担
	構成員
	主な役割

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


　（２）　活動組織の意思決定の方法
議案は出席した構成員の■■以上により決定することとし、可否同数の場合は、議長が決するところによる。
　（３）　活動組織の資金計画
	項目
	主な交付金の使途の内容
	金額（千円）

	基礎部分の活動に要する経費
	
	

	誘導部分
	農地・水向上活動に要する経費
	
	


	
	農村環境向上活動に要する経費
	
	

	活動組織の管理運営に要する経費
	
	

	合　　計
	


２．将来の体制の見通し
　（１）　活動の担い手の年齢構成等（現状）
本活動組織では、基礎部分の活動は農業者が、農地・水向上活動は農業者、自治会、■■が、農村環境向上活動は農業者、自治会、■■、■■が中心となって行っている。
　　　 主な担い手の年齢構成等は下表の通り。
	構成員
	人数（人）
	平均年齢（歳）
	６５歳以上の割合（％）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


　（２）　高齢化を踏まえた概ね１０年後の推定
１０年後に、現在６５歳以上の担い手が活動に参加できなくなると仮定した場合、本活動組織では■％の活動人員が減少すると見込まれる。
３．共同活動の将来像
　（１）当地における農地・水・環境が有する社会共通資本としての役割
　　　・

　　　・

　　　・

　　　・　
（２）将来展望
　　　　・
　　　　・

　　　　・
４．地域農業の担い手の育成・確保
　活動組織において主要な役割を果たす農業者のうち、地域農業の担い手となる農業者の育成は、活動組織の体制の強化につながることから、担い手の育成・確保に努める。
　具体的な目標は下表の通り。
	内　　容
	現　状
	目　標

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


５．将来展望を実現するために取り組む具体的方策
